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        平成２８年新春会員交流会の開催 
 

                 日 時 平成２８年１月１４日（木） 

１７時３０分～１９時３０分 

                 会 場 神戸三宮東急ＲＥＩホテル（神戸市中央区） 

 

○恒例の新春会員交流会が１００人を超える会

員・来賓の出席を仰ぎ盛大に開催されました。 

開会宣言の後、まず瀬戸本淳会長が挨拶に立ち、

会員共々に新年を祝うとともに、兵庫県、神戸市

の幹部職員及び関係・友好団体代表のご列席の謝

礼が述べられ、『社会資本整備の担い手として、ま

た減災・防災・応急復旧活動などの守り手として、

アーキテクチュアル・ヒューマン・ネットワーク

の連携により、その使命を果たしていきたい』と

の決意を述べられました。（挨拶別掲） 

 

○続いて来賓を代表して吉本兵庫県副知事、井垣

神戸市住宅都市局建築技術部長からご祝辞を頂戴

しました。（祝辞要旨別掲） 

笠尾兵庫県まちづくり部長からは「今年は“住

む”をテーマとして考えている。➀耐震改修計画

②オールドニュータウンの再生方針③県営住宅整

備管理基本計画④住生活基本計画の取り纏めであ

る。また、１０月を住生活月間として全国的イベ

ントを開催し、建築会７０周年に繋げていきたい。」

とのご挨拶があり、参会の皆様の益々の繁栄と建

築会の発展を祈念して乾杯が行われ、交流会がス

タートしました。 

  

会場は終始和やかな雰囲気に包まれ、テーブルを

移動しあいながらの歓談で、会員、来賓間で新年

を祝う交流が行われました。 

 

○主な来賓は次のとおりです。（順不同） 

兵庫県 副知事        吉本知之様 

同上県土整備部まちづくり部長 笠尾卓朗様 

同上     まちづくり局長 貝塚史利様 

同上     住宅建築局長  小南正雄様 

神戸市住宅都市局建築技術部長 井垣昭人様 

兵庫県芸術文化協会理事長   木村光利様 

住宅供給公社理事長      大町 勝様 

住宅建築総合センター理事長  小林利裕様 

神戸芸術工科大学名誉教授  坂本勝比古様 

兵庫県建設業協会専務理事   石田恭一様 

兵庫県産業廃棄物協会常務理事 勝野聡一郎様 

兵庫県建築士会会長      高橋伸明様 

兵庫県建築士事務所協会会長  山本康一郎様 

兵庫県建築設計監理協会副会長 柏本 保様 

日本建築家協会近畿支部兵庫地域会会長 

長尾 健様 

西日本建設業保証㈱兵庫支店次長 宮元一明様 

新生兵庫をつくる会事務総長  渡邊勝幸様 

兵庫県建築士事務所協会顧問  櫛田能夫様 

兵庫県空調衛生工業協会専務理事 高磯善光様 

兵庫県電業協会専務理事    北野信雄様 

兵庫県及び神戸市関係課長様、報道関係者様から多

数ご出席いただきました。ありがとうございました。 

○閉会にあたっては、石田邦夫副会長から交流会

が盛会裏に行われたことの謝辞があり、威勢よく

一本締めで１年の活躍を祈念してお開きとなりま 

した。 
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挨   拶 

 

会 長 瀬戸本 淳 

 

会員の皆様、ご来賓の皆様、新年明けましてお

めでとうございます。 

新春の交流会に、このように会場満席のご参加

をいただき、厚くお礼

を申し上げます。 

皆様におかれまし

ては、お健やかに新年

を迎えられましたこ

とを、心よりお慶び申

し上げますと共に、輝

かしい年の始まりを

祝したいと思います。 

 

先日早朝、東の雲の間からひときわ明るく輝く

金星、明けの明星を見つけました。ほんとうに輝

いていました。現在金星のまわりを日本の探査機

あかつきが飛んでいるのですよね。金星は地球の

兄弟星といわれていますが、高温のガスで包まれ

ており、時速 400 ㎞の暴風が吹いているそうです。

しかしこの金星を調べることは、地球のことを知

る上でとても大事なことだそうです。それはなぜ

地球だけがこんなに生命あふれる星となったかが

わかるからだそうです。 

隣の国でも他の国々でも恐ろしい事がおこって

いますが、全地球人が、あかつきに注目すること

によって、平和な地球になればいいなと心より祈

っています。 

 

昨年は、阪神淡路大震災から 20年の節目を迎え

ました。皆様、よくここまで頑張ってきたなとい

う思いでいっぱいです。ここにご参集の皆様に心

より敬意を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会でも会員や関係者の皆様からご寄稿をいた

だき、会報で特集号を組ませていただきました。 

風化の防止と南海トラフ地震への警鐘も鳴らさ

せていただきました。 

震災を契機として、兵庫県が提唱して発足しま

した住宅再建共済制度も 10 周年を迎えています。

災害復興への共助の精神浸透のため、さらなる普

及への協力を、建築会としてもやらなければなら

ないと考えていますので、どうかよろしくお願い

いたします。 

 

兵庫県建築会は、今年満 69 才を迎えます。私と

同じ年です。 

県が作って下さったこの会が、ここまで続いてい

るのは全国で兵庫県だけで、とても貴重な会だと

思います。 

これからも明日の社会資本整備の担い手として、

また減災・防災・応急復旧活動などの守り手とし

て、官民皆様とのアーキテクチュアル・ヒューマ

ン・ネットワークの連携により、その使命を果た

していきたいと思います。 

そのためにも、建築産業が誇りと自信、やりが

いを持って仕事ができる夢のある、魅力ある産業

に発展していかなければなりません。 

そんな役割も担っている兵庫県建築会は、来年

創立 70周年を迎えます。 

このため、本年はプレ的な事業を順次開催しな

がら、来年の新春交流会を 70周年記念式典として、

皆様と喜寿のお祝いを行ないたいと思っています。

会員及び関係者の皆様には、なお一層のご協力を

お願いすることになりますが、何卒よろしくお願

い申し上げます。 

 

今年も開かれた兵庫県建築会に一層のご指導を

賜りますよう、心からお願い申し上げますととも

に、皆様のご健勝、ご多幸を祈念いたしまして、新

年のご挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 
乾杯挨拶 笠尾まちづくり部長 開会挨拶 瀬戸本会長 
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祝   辞 （要旨） 

 

兵庫県副知事 吉本 知之氏 
 

 

新年明けましておめでとうございます。 

１月１７日を目前に

控え、新聞等で震災の特

集が組まれてきていま

す。２１年も経ちますと

成人した方ですら震災

を経験していません。い

かに震災の教訓・経験を

繋いでいくかというこ

とが、今後の一つの大き

な課題になっていくの

ではないでしょうか。 

 南海トラフがこの３０年以内に発生する確率は

７０％と言われています。去年の『大震災の発生』

に関する県民意識調査では、『発生すると思う』と

答えた人の数は、その前年は二分の一を超えてい

ましたが４割程度に低下しています。また、『起こ

らない』と思う人の数は、四分の一から三分の一

に増えており震災に対する備えの意識が低下して

いっているように思われます。 

 県では、２７年度中に住宅の耐震化率９７％達

成を目指して進めてきましたが、残念ながら８

５％となり、計画を練り直して目標期間を３７年

度まで伸ばすこととしました。そのためには現在

の倍の速度で進める必要があり、その推進のため

に、耐震改修業者の登録制度を設け、県民の皆さ

んが耐震改修を行う際に信頼できる改修業者を紹

介するとともに、県民へのＰＲ活動も進めたいと

考えているところで、皆様のご協力をお願いしま

す。 

 現在、国の補正予算が２０日頃に成立する見通

しです。県では補正予算及び来年度当初予算の編

成中ですが、２月初旬に補正予算を成立させ、来

年度の予算と合わせて切れ目のない予算執行を行

っていきたいと思いますので、皆様方には今後と

もご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

 また、耐震偽装等の問題は残念でしたが、公共

事業の適正な執行が地方創生を果たしていくこと

になるもので、公共事業を確保しながら活力ある

県土づくりを皆さんと共に進めていきたいと考え

ています。 

 最後に、建築会の益々の発展と、お集りの皆様

のこの一年のご多幸をご祈念いたします。 

 

 

祝   辞 （要旨） 

神戸市住宅都市局建築技術部長 

井垣 昭人氏 

 

皆様新年明けましておめでとうございます。 

昨年は終戦から７０年、

阪神・淡路大震災から２０

年という節目の年でした。

市長の年頭の挨拶で『これ

までの歴史や、まちの歩み

をしっかり受け止めなが

ら新しいステージに向か

って大きく一歩を踏み出

していきたい』という言葉

がありました。今年はその

第一歩の年として、様々な

新しい取り組みをしようと考えています。 

 一つは昨夏からマスコミ等でも注目されてきた 

三宮地区の再整備事業です。来年度は組織もでき

ると思っていますが、まず新バスターミナルの整

備検討に入っていくこととされています。 

次に空き家対策ですが、いわゆる空き家対策特

別措置法ができ、全国的にも大きな課題となって

います。来年度は、密集市街地であるとか、昭和３

０年代から整備されたいわゆるニュータウンの空

き家、空地の安全確保、流通促進に取り組んでい

きたいと考えています。 

三つ目は建築工事の事業量ですが、２５年度か

ら順調に推移し、２７年度は５００件２６０億円

程の事業に取り組んでいますが、２８年度も同様

の規模になると思っています。市長が、西区役所

の新設を考えているとの発言もありましたが、全

市での公共事業の展開により、建築を通じた社会

づくり、まちづくりを行っていきたいと考えます。

これからも、経験を踏まえ神戸市を世界に誇れる

防災都市、減災都市としていきたいと思っていま

す。 

これらを着実に実施していくためには、私達も

努力をしますが、皆様方のご理解ご協力が必要不

可欠ですので、今後ともよろしくお願いします。 

 

 

 

開 宴 
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平成２８年新春会員交礼会 

      会 場 写 真 
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閉会挨拶 
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月 

 

祝 
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松 

 

竹 

 

梅 
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（テーブル名） 
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会員寄稿 

『中東ヨルダンを旅して』 

大阪ガス㈱  平井保夫氏（当会理事） 

 

≪はじめに≫ 

この年末年始に、私と家内の二人に現地でボラ

ンティアをしている娘が合流し、中東ヨルダンの

旅を楽しみました。 

「そんなところ行って大丈

夫か？」これが、ヨルダンへ

行くことを話した周囲の人の

ほぼ全員の反応でした。 

予想に反して、ヨルダン滞

在中危険を感じることもない

素晴らしい旅でした。  

 

 

≪1・２日目ドーハ～アンマン～死海≫ 

12月 26 日（土）夜に関空を出発し、ドーハの悲

劇で有名なカタールの首都ドーハを経由し、翌日

夕方にヨルダンの首都アンマンに到着しました。

写真は、トランジット中の空港内で、中東らしく

深紅のフェラーリが鎮座していました。自分で言

うのもなんですがお似合いです・・・よね？ 

アンマンで 1 泊後、死海へ移動です。なお、ヨ

ルダンでは、ガイド兼ドライバーをチャーターし、

全て車での移動でした。左下の写真は、死海のリ

ゾートホテルで、これから死海に浮かぶところで、

後が死海です。対岸はイスラエルで、右手後方約

30ｋｍにユダヤ教、キリスト教、イスラム教の聖

地エルサレムがあります。 

この後、死海で定番の浮遊体験です。どうやっ

て浮こうかと思案していて足を滑らせやばいと思

った瞬間、既にプカプカ浮いてました。実に不思

議な感覚です。塩分濃度 30％で舐めると激痛がし

ますし、粘膜がひりひりします。ちなみに男性の

粘膜は顔以外では上半身に乳首 2 か所、下半身に

2か所（要想像）です。 

死海の滞在は 1 日だけでしたが、次回はもっとゆ

っくり滞在し楽しみたいと思う素晴らしいリゾー

トでした。 

 

≪3日目ペトラ遺跡～≫ 

 翌日、ヨルダン屈指の観光スポットのぺトラ遺

跡へロングドライブでした。死海は、なんと海抜

△410ｍで、年々水位が下がっています。理由は、

死海はヨルダンで最も低い位置にあり、地下水が

死海に向かって流れますが、地下水を農業に使っ

た結果、死海に流れる水が減ったためです。後述

のアカバ湾から海水を運びたいそうですが、イス

ラエルとの関係が微妙でうまくいかないようです。 

死海からのドライブでは、標高 1700ｍの場所を

通ります。標高差 2000ｍ余りを上り下りするドラ

イブでしたが、不思議と気圧の変化を特に感じる

こともなく快適なドライブでした。翌日、朝から

ぺトラ遺跡（写真

④）見物です。徒歩

で遺跡群を巡りま

す。下の写真⑤が、

映画インディジョ

ーンズに登場する

エル・ハズネ神殿で

す。切り立った崖の間を通り抜けると神殿が見え

てきます。 

その右の写真⑥は、遺跡の一番奥で 800 段の石

段を上るエド・ディル神殿です。こちらは、トラン

スフォーマー2 のロケに使われました。ヨルダン

を代表する世界遺産だけあり、規模が半端なく、1

日では回りきれません。どうやって岩をくりぬい

たのか想像もできません。また、土や岩は不思議

な色合いで少し赤みがかっています。太陽の光が

当たると金色に見えたりと実に幻想的な場所です。

ただ、天気が良くなかった

のが残念でした。 

 

≪4日目ワディ・ラム～≫ 

翌日は、砂漠地帯ワディ・ラムへ移動です。ピン

ク色の砂漠を 4WDの荷台に乗って走り、「月の明か

りに～！」とラクダに噛まれながらラクダに乗り

ました。その際、先頭のラクダに乗る私が撮影し

た写真（次頁⑦）。この旅でのベストの写真と自負

しています。 

最後に、ウンム・フルース石橋（次頁写真⑨）に

登りました。降りることを考えず登り、足がすく

⑥ エド・ディル神殿 

④ ペトラにて 妻と愛娘 

⑤ ハズネ神殿 

③ 死海にて 筆者と愛娘 ② 死海にて 筆者と妻 

➀ 筆者：ドーハ空港にて 
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んで降りるのが恐怖だったことを報告しておきま

す。それに夕方の砂漠は実に寒い。ここで年越し

を迎えましたが、全く実感がありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪５日目アカバ～アンマン≫ 

翌日は、映画アラビアのロレンスに出てくるア

カバ湾の戦いのアカバを経由して、首都アンマン

までのロングドライブでした。下の写真➉はヨル

ダン側のアカバ市街。対岸は、イスラエルのエイ

ラートという街。ヨルダンとイスラエルはそれぞ

れ国土は小さいですが、国境線は長いのです。ア

カバでは、iphoneが勝手にイスラエル側の通信会

社にアクセスしてくれます。 

アンマンまでは、1 日で 400km 以上走ったので

はないでしょうか？疲れました。助手席に座って

いただけですが。 

下の写真⑪は、アンマンで最終日に泊まったホ

テルです。ホテルの裏には、カルフールがあり買

い物を楽しみました。前日の夜は大雪で翌日のフ

ライトが心配でしたが朝には、雪も消えて一安心。 

 

 

≪６日目ドーハ～関空≫ 

最終日は、夕方のフライトまでの空き時間でヨ

ルダン博物館（写真⑫）を訪問。日本の援助もあり

2013年にオープン。 

紀元前 7700 年の世界最古の双頭の人形（写真

⑬）、旧約聖書の写本である死海文書（写真⑭）。紀

元前とか言われてもピンときません。普段は、博

物館に全く興味がない私ですが、悠久の歴史を感

じました。娘も初めて来たそうです。規模はそれ

ほどではありませんが、歴史のスケールに圧倒さ

れました。 

この後、クイーン・アリア国際空港へ移動。娘と

半年後の再会までお別れです。 

日ごろの行いが良いとラッキーがあるもの。帰

りは、ドーハから関空間がビジネスクラスにアッ

プグレードされていました。帰国してから食べる

はずの日本食（写真⑮）をここで食べてしまいま

した。カタール航空のビジネスクラスは、高評価

で非常に快適。往復 1人 10.6万円のチケットで申

し訳ないような・・・。 二人とも関空まで食事以

外爆睡。 

 

 

 

≪おわりに≫ 

確かに中東は今情勢が非常に不安定です。たく

さんの方に心配していただきましたが、経験した

ことがない楽しい旅を終え、無事に帰国しました。

今回の旅では、アラビア語を話せる娘がいて、ガ

イドが英語を話してくれました。普段なじみがな

いアラビア語圏の旅行のハードルは高いです。で

も基本的にヨルダンの人は、素朴で親切です。そ

れに何といっても、すごく親日です。先進国です

が平和で戦争しない日本に好意を持っています。

今回の旅でヨルダンの歴史と現状を知り、平和と

は何かを考え直しています。 

ベストシーズンは 4 月とか 5 月らしいので、1，

2年以内に再度ヨルダンを訪れたいと思います。 

 最後に、ヨルダンは、イスラム教の国なので、ア

ルコールを飲むのが困難です。これだけは実に辛

かったです。探せばビールも売っていますので、

次回は、この点を改善して更に快適な旅にしたい

と考えています。 

➇ 砂漠にて 筆者、妻、愛娘 

➉ アカバにて  

ヨルダン博物館

⑪ ＲＵＭホテル 

⑭ 死海文書 

⑨ ウンム・フルース石橋 

⑦ お気に入りの１枚：先頭のラクダが筆者 

⑫ ヨルダン博物館

⑮ 機内食 

⑬ 世界最古の人形 
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        お 知 ら せ 

◎行事ご案内 

ご出席をよろしくお願いします。 

① 第４４５回月例会 

テーマ：夢と浪漫をいだいて 

～サンティアゴへの道～ 

講 師：石田邦夫副会長 

日 時：平成２８年２月１８日（木） 

１２：００～１４：００  

会 場：西村屋和味旬彩 

② 第４４６回月例会 

テーマ：異文化コミュニケーション 

講 師：黒田高之氏 

（株）リンク グローバルソリュウショ

ン シニアコンサルタント 

日 時：平成２８年３月１０日（木） 

１２：００～１４：００  

会 場：神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

③ 平成２７年度第２回理事会 

 議 題：平成２８年度予算ほか 

日 程：平成２８年３月１７日（木） 

    １３時３０分～１６時（予定） 

会 場：神戸市勤労会館４階 特別会議室 

④ 平成２８年度第１回理事会 

議 題：平成２７年度決算ほか 

日 程：平成２８年４月１４日（木） 

    １３時３０分～１６時（予定） 

 会 場：未 定 

役員にはご予定よろしくお願いします。 

⑤ 平成２８年度通常総会 

議 題：平成２７年度決算ほか 

日 程：平成２８年５月２３日（木） 

    １７時００分～２０時（予定） 

 会 場：神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

会員皆様のご予定よろしくお願いします。 

 

◎事務局便り 

○消費期限と賞味期限 

消費期限とは 

 お弁当や洋生菓子など長くは保存がきかない

食品に表示。 
 開封していない状態で、表示されている保存方

法に従って保存したときに、食べても安全な期限

を表し、期限内に食べるように。 

賞味期限とは 

  ハム・ソーセージやスナック菓子、缶詰など

冷蔵や常温で保存がきく食品に表示。 

 開封していない状態で、表示されている保存方

法に従って保存したときに、おいしく食べられる

期限を表示。期限を過ぎても食べられなくなると

は限りません。 

以上は、農林水産省の広報を引用したもので、 

日常生活の中でよくご存じのことと思います。 

 我が家でも冷蔵庫内の保存食品を食べるとき、 

消費期限ものはまず遵守。賞味期限ものは、その 

性質をみて判断しますが、その辺は自己責任の範 

疇ですね。また、肉類の買い物では解凍商品は、 

再冷凍できないのでその日か近々の献立により購 

入しているようです。 

 今更のような話ですが、有名外食産業の廃棄食

品をスーパーなどへの流通経路に乗せたという信

じられない事件がありました。 

関係した廃棄物処理業者、食品製造業者のモラ

ルは言語同断ですが、それを購入、販売した小売

業者も安いからと、出所や理由を十分確認せず販

売するのも責任感がなさすぎます。弁当事業者で

は、さすがに解凍品の再冷凍の痕跡に気付き返品

した報道を見ました。 

これらは家庭ですら気を付けていることです。 

私は食品販売系にも少し従事しましたが、百貨

店、大手スーパーでは、商品毎の産地証明、工場

出荷証明、アレルギー25 品目、賞味・消費期限の

書類提示を求められました。人の健康問題に直結

する食料品だけに、販売管理の厳格さが求められ

るのは当然のことです。 

その一方で、日本での食品廃棄物は年間１，７

００万トン、本来食べられるのに廃棄されている

もの、いわゆる「食品ロス」が、年間５００～８

００万トン含まれると推計されています。（２０１

０年）米の収穫量が年８５０万トン（２０１２年）

ですからその多さには驚きです。 

アフリカ始め世界の飢餓状況を見れば色々考え

させられる事件ですね。 

参照：政府広報オンライン 

http://www.gov-

online.go.jp/useful/article/201303/4.html 

 

○南の島に雪が降る 

 暖冬の列島を突如襲った大寒波には、さすがに

身構えさせられましたが、近畿の中・南部では事

なきを得たようで、北部では雪不足の解消で遅ま

きながらスキーシーズン到来となり、観光関係者

も安堵の一息のことでしょう。 

 しかし、九州では慣れない雪で交通が大混乱で

大変でした。お見舞い申し上げます。 

 何よりも、奄美では１５０年ぶり、沖縄に至っ

ては観測史上初の雪でした。そして、自然と標記

のフレーズが出てきました。“まあ古い人間です

ね”と言おうとしたら、今でも舞台公演は続けら

れているようです。 

事務局  ： 谷 純夫、石井滝実子 

電 話  ： 078－996－2851 

   FAX   ： 078－996－2852     

Email ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 
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＊表示価格にはサービス料と消費税が含まれております 

＊食材の入荷状況によりメニュー内容が変更することが 

 ございます 

〒651-0096 兵庫県神戸市中央区雲井通 6 丁目 1 番 5 号 

Ｔｅｌ：078-291-0109 Ｆａｘ078-221-2917 

http://www.kobesannomiya.rei.tokyuhotels.co.jp/ja/ 
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詳細はこちらから → 兵庫県住宅再建共済基金ＨＰ  http://phoenix.jutakusaiken.jp/ 

 


